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福島第一原子力発電所キャスク保管建屋から共用
プール建屋への乾式貯蔵キャスクの輸送について

平成25年3月21日
東京電力株式会社
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本日（３月２１日）、福島第一原子力発電所のキャスク保管建屋に貯蔵されて

いる乾式貯蔵キャスク９基の内１基を、キャスク保管建屋から搬出し共用プー

ル建屋まで輸送しました。

プールピット
搬入/搬出
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キャスク保管建屋共用プール

○既設９基中１基の乾式貯蔵キャスクを共用プールへ輸送
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今後、共用プール建屋まで輸送した乾式貯蔵キャスクの点検及び必要な部

材の取り替えを実施する予定です。また、今回点検する最初の１基目につ

いては、代表として収納された燃料を取り出して外観点検を行います。

点検結果については、点検が完了した後、取りまとめてご報告します。

○乾式貯蔵キャスクの点検について
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○今後の乾式貯蔵キャスクの点検概要

キャスク保管建屋から搬出した乾式貯蔵キャスクについては、共用プール

建屋にて、以下の項目についての健全性確認を行う予定です。

１．点検及び必要な部材の取り替えを実施します。

２．乾式貯蔵キャスクの内部ガスサンプリングを行い、収納燃料の被覆管が健全で

あるかを確認します。

（被覆管が破損している場合は、クリプトンガスが検出）

クリプトンガスが検出された場合は、収納燃料を共用プールに全て取り出し、

共用プールにある他の燃料を装填します。

３．本日、共用プールへ輸送した１基のみ、収納燃料３体を代表として取り出し、

外観点検を実施します。

点検結果に基づき、除熱・遮へい・密封・臨界防止の安全機能が確認され

た乾式貯蔵キャスクについては、キャスク仮保管設備に保管します。
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蓋間圧力測定
二次蓋の気密試験

キャスクの受け入れ
（除染ピット）

一次蓋の気密試験
内部ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

二次蓋の
取り外し

二次蓋ガスケット取り付け
二次蓋取付・締付け

蓋間真空乾燥
蓋間He注入
二次蓋気密試験

ｸﾘﾌﾟﾄﾝｶﾞｽが検
出された場合は、
収納燃料を共用
プールに全数取
り出し、共用
プールの他の燃
料を装填

一次蓋の取り外し

一次蓋ガスケット取り付け
一次蓋取付・締付け

燃料３体の取り出し
燃料外観点検

内部水の排水
真空乾燥
He注入
一次蓋気密試験

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

最初の１基点検フロー（共用プール）

○本日、輸送した乾式貯蔵キャスクの共用プールでの点検方法
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胴(ガンマ線遮へい体）

一次蓋

バスケット

支持構造物

中性子線遮へい材
（レジン）

底板

外筒

二次蓋

○乾式貯蔵キャスクのスペック

52体37体燃料収納体数

115ﾄﾝ96ﾄﾝ
総 重 量
(燃料含む)

5.6m5.6m全 長

2.4m2.2m外 径

大型（5基）中型（4基）

最初の１基目は、

中型キャスク

以上


